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I 緒言

世界椋憎の学力論 PおA肝'ogramfor InternationaI 

Student Assessment 2003)や DeSeCo(Definition & 

Selection of CompetenCIes; Theoretical & Conceptual 

Foundations 1四7)の影響を色濃く受け.国立教育

政策研究所『社会の変化に対応する資質や能力を

育成する教育課程の基礎原理J(2013)は次期l学

習指導要制の改訂にむけて 21世紀型能力につい

て言及した。

21世紀型能力の提案では，中核に一人ひとり

が自ら学び判断し自分の考えをもって他者と話し

合い，考えを比較吟味して統合し，よりよい解や

新しい知織を創り出しさらに次の間いを見つける

力として「思考力」を位置づけた。その思考力を

支えるのが「基礎力J. すなわち「昔話.数.情

報(ICT)を目的に応じて道具として使いこなす

スキル」としている。肢も外側には思考力の使い

方を方向付ける「実践力」を位置付けている。「実

践力』とは，「日常生活や社会，環境の中に問題

を見つけ出し，自分の知識を総動uして，自分や

コミュニティ.社会にとって価値のある解を噂〈

ことができる力，さらに解を社会に発信し協調的

に吟味することを通して他者や社会の重要性を感

得できる力」のことであり.更にその関連を，「基

礎カを基盤として身に付けた思考力は，実生活や

社会における問題解決において具.体的な実践とし

て発揮されることになる。実生活における問題解

決において，人は，自らが置かれた周りの世界と

様々に関わりながら，自己の信念や価値観を吟味

し，具体的な行為を選択しその行為の結果を振

り返って評価する。知識と思考力を実生活・実社

会で活用 L.いかに行為すべきかを決定L.実際

に問題を解決していくための力が実践力である。」

と述べている。

これまでも. PISA型学力で示された『知識や

技能を実際生活のさまざまな場耐で直面する課題

にどの位度活用できるかを評価J (問題解決能力)

や全国学力調査で示された「知識・技能等を実生

活のさまざまな場面に活用する能力やさまざまな

課題解決のための構想を立て，実践し評価・改善

するなどに関わる内容」の活用型学力で重視さ

れている事は，小学校5年生から学ぶ r家庭科」

教育も従来から行ってきたことである。

これらのことは，現行の学習指導要領の教科の

目標によっても確認できる。小学校は「衣食住な

どに関する実践的・体験的な活動を通して.日常

生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身

につけるとともに，家庭生活を大切にする心怖を

はぐくみ.家族の一日として生活をより良くしよ

うとする実践的な態度を育てるJ. 中学校は「衣

食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，

生活の自立lこ必要な基礎的・基本的な知識及び技

術を習得するとともに，家庭の機能について理解

を深め，これからの生活を展望して，課題をもっ

て生活をより良〈していこうとする実践的な態度
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を打てる J. 高等学校は「人1/11の生涯にわたる発

述と生活の営みを総合的にとらえ.家族・家!丘の

意技.家族・~{l嘩と社会のかかわりについて理解

させるとともに. '1:活lこ必要な知識と技術をi明与

させ，リJ女が協力して主体的に家庭や地械の生活

を創造する能力と実践的な態度を育てる」と示さ

れているのである。このように並べてみると.生

活11111越の改善・解決に主体的・実践的に取り結1む

引を教科の目標としてきた家出科は，ひとの生涯

を過して身につける必要のある能力を育てるため

の学習内容・ Jj法を包括的に合む教科であるとい

えよう。

さて，生活実践における家!産科の先行研究にお

いて.J~羽・久保 (2013) は，小学校の家事参加(家

庭での実践)に膨稗する要I刈として「性~l1J J r家

事に対する態度Jqj'j概的態度Jr自立の働きかけ」

「向己の成長の，沼織J r家肢の働きかけJ r執や習

い引の日数」の 7 つの要悶のt~稗を確認しているc

しかし.家庭科米胤修の小学校4年生も分析対象

としたため家庇科学習の彬押についてはモデルに

組み入れていない。よって教師の授業中の子立て

については言及されていないし.授業実践につい

ては「消極的な気持ち」の克服のみを取り 1:げた

実践(鳥羽 2014) となっている。

'!i鹿名・浅井 (2013) はjljl縄の小学校 5・6

{I~~I:の生活技能刊得現状とその理由について検討

した。「興味・|則心悶子J r食生活問子J r生活環

境l刈子J r衣生活l羽子」を取り/11し，児，'j'(1'I身の

習m即.由と技能刊得得点の!則迎を検討した。「興

味・関心因子J r生活原境問 h は6年生に比較

して 5年生の方が向く，父観の家事参加lは有意

に「興味・関心IJ4子Jr生活関境問子j H~}.'，i.を i\"6

めている事.'JV/f¥J理由はその如何によらずJlI!IH得
点のr\6~ ，者は技能背得得点も(f:j<なるとし寸結果

であった。また，浅井 (2014) は沖制の小・中

学生の生活技能定持の現状とJ県題について「好意・

怠欲[~子Jr食生活技術因-fJr火生活技術l刈子jr生

活関境問子J r食生活知識l羽h を取り IIIl.家

低利組修学年に，関査を行い.学"Fが上がると必ず

しも因子得点が向〈なるとはJえない事や.でき

るようになりたい理由にも学年で有意に足がみら

れる札父親の家事参加の彬締を明らかにしたが，

教師の手立てとの関連は丙及できなかったの

沖縄県の小学:肢における，家庭科で学んだ事の

リI!. mの学校や家出における実践実態，将ヨ~の実践

可能性と教師の手立て等の|則迎を検討・分析した

汗制なデータはまだな~'0授業において.どのよ

うな教師の子なてがその児市生徒の実践力に影響

するのかを明らかにし，現{I:の子立てをはじめと

する取り組みの効果を確認することは in~な課題

である。

授業には統n~Jできない変数も非常に多く.更に

は教師の手立てはその題材により異なる。それで

も尚.充実した段業や生活実践に繋げるためには，

克服に有効な教師の一般的あるいは教科の特性に

Jf~づいた有効な手立てをTI~lに探って~，<lnが求

められるc 本島.'.~tま小学校『家庭科」の児取の学び

と教師の授業におけるよりfg，手立てのための基

礎的な研究と似iiqづけ，空間~~I (学校・家出・地域)

とlI!i問軸 UJ.UI:・未来)を視野に入れて小学校5

{I~ '1:で学んだことを小学校 5・6年生は学校や家

臨や地域でどのf'i!度実践しているか.あるいは将

来は実践したいと思っているかについてアンケ-

h調査を基に明らかにする。更にこれまで教師が

行ってきた手、Iてが，家庭科の実践力と繋がって

きたか確認する機会としたい。

H 研究方法及び分析方法

l 研究方法，対象者および，澗査期間

沖縄県内の R小学校 5'.WI: (男子 56人・女子

5:J人).6年生(男子 51人・女子 58人).合計

220人に対して無記名自記式質問紙調在を実施し

た。

5'.ド~I=.の家l起科の学習が終了する 31J に担当教

IIに依頼して配H.回収した。授業i任後や終わり

の会等に行ったため，回収率は 100%であった。

2 調査内千百

アンケートの調査項目は. ~!)対象者の属性.~

家!産科で学1"1したmの実践1St③実践と|則わるがI

人的要l坦. ~)教削iの授業における手立てである。

同性としては.学年.1''1:別・父母の就労と家事

参加・家庭科への興味関心について尋ねた。

実践尺度IJ'tUとして.小学校 5年生で'下ぷ家庭

料の内容を小学校家庭科の学習指導要領解説や教

a
q
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i引 1:ほか:小学校『家庭科」における児積の~m実態と教師のf:¥'1.て ・空IllJ紬(学校・家縫・地域)と(!'1I1ll粕(現在・米次)を視野に入れて・

科書，指導.Itを基に取り IHし項目とした。更にそ

れらを時間軸としては，硯(i:，将来を怠識し，空白

11日軸としては学校，家出，地域をJ自J俄して作成し

た。具体的には.「家践のためにしている事がある』

「家では子附よく科周を作っているJ r食事は好き

峨いなく食べているJr栄養バランスを考えた食

引をしているJr食事の後は片付けをしているJr火

JJI!の者方を1:夫しているJ r手ぬいをしたことが

あるJ rミシンを使った'HがあるJ r快適な部屈作

りをしているJ r物を大切にしているJ rお金は.U.

l尚的に使うようにしているJ r貝い物をする時は

衣示などを見るようにしているJ r家庭生活は瑚

境とも関わっているので.工夫している事があるJ

「テレビなどの情報は本当かどうか調べるように

しているJ r家庭科の学刊でできるようになった

引を家でも活かしている」の 15JJi 1'1の内容につ

いて.授業や学校・家庭・将米の 451ft日で尋ねた。

次に，実践に影響を及ぼす要闘としては.まず，

すべての教科の授業に共通する教師の手立てを検

却した。具体的には，『現代授業大事典J(古本監修，

1987)を基に“授業展開のタクト"つまり授業の

中での応答的指導にl則わる教師の指樽性，“説得

{レトリック)ぺ“ゆさぶりヘ“指さし"，“発問".

“説明".“指示ヘ“助，?"，“評価".“板i出"，
“演示(示ill1!)"，現夜では机悶指噂と表記する

ことが多い“机間巡視ぺ“ノート指噂"を取り

上げ， OeSeCoのキーコンビテンシーから“社会

的に異質な集団での交流"“自律的に日・励する事"

“道具を相11作用的に活川すること"を取り上げ

た。家庭科に関連する事項として，学校家庭科の

学習指導要領解説からは，実習・観察・調査・実

験，実践的，問題解決的な学習，教師の!盛化，~

~I:活(家侠)と関連.日常生活への活111，充実感.

述成感，共通と個別，良さや個性，生活の中で~I:

きる言葉などのワードを抽出した。また，これま

での教育心.l!1!学研究など段業研究に関わる文献や

研究資料.学伎の研究紀要等から“自尊感情"，“ 1'1

己行定感"，“批判的思考".“創造的思考力"，“意

欲"，“積極1t"，“仲間に|則心"，“試行錯誤ヘ・‘螺

旋的な学びぺ“考え工夫し実践するぺ“生涯に

わたる実践 "f事前調査"f体験的な学習"，“見

通しぺ“振り返りヘ“ストーリ -tl:のある授業"

などのワードを取りILIした。

これらを基に項目を検討し.アンケート項目と

してはふさわしくない(答えにくい，あるいは他

の方法や別稿とするべきと筆占・らが判断)刷1:1や

回答者の負担.確保できる時間等物理的なiilIも考

慮し，rJ己宵定感4羽目，人とのつながり実感4

項目，大人モデルのIfli正3項目，一般的な股業

に閲する教師の手立て 6項目.家庭科に多く見

られる子立て 9項11の合計261!tFlを作成した。

すべてを合わせると.最終的なアンケート羽目

は79JfiHとなった。

学年，性別.父母の就労と家事参加以外の明日

は，「その通り」を 6，rほとんどその通り」を 5.「半

分その過iり」を4. 「少しちがうJ を3，rほとん

どちがう J を2，r全くちがう」を lとし， 1-

6までの6段階から.1予定を求め得点とした。

皿結果と考察

1 1!践尺度の検討

実践!史 45項目を「授業や学校での実践(以

下学校)J r家庭での実践(以下家庭)J r将来

への気持ち(以下将来)J とし考察する。全体

的に得点が高し天井効果(平均+1 SO > 6) 
を示すJft1=1も見られたが，対象が l校であり，

家臨刊を学ぶすべての児童を対象としたことか

ら， iV> !~.\の尚L 益事も lit ~)実態ととらえ，省かず

に用いている。今後の分析は，『学校」・「家J~J ・

「将来J の項目の合，0'得点、を羽t:I数で除した偵

を合成仰点として使川する。実践度尺度聞の相

関と平均， SO，α係数を表 lに示す。

平均点で見ると実践度は 将*>学校>家庭

となっている。小学生の段階では家庭での克服

には制約も多いが.条件が襲えば将来は実践し

たいと b追う意欲は非常に高いと，3えよう。やや

もすると，習った IJlを即実践に蝦げることを要

求されがちだが，1れ h目で見た実践に繋げる学

びを小学校でも府っている事がiIえる。

なお，前述の具体的項目で一帯平均得点がi向

かったのは，「学校」の“栄越バランスは大切

だとわかった"の 5.69点，「家出」の“お金は

計画的に使うようにしている"の 5.37点，「将

来Jの“将来，お金は計画的に使っていきたい

と思う "の 5.73点て・あった。低かったのは
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友 l 実践尺度1111の相聞と、11.均、 SD，α係数

学校 家庭 将来 jlι均 SD α 

学校 .79 ..・ 7? ••• 5.40 .63 .91 

家庭 .68・*. 5.02 .83 .90 

将来 5.50 .66 .91 

-・・ p< .001 

r学校J の“家臨科の学習で判った事を学校生

活でいかしている"平均得点 4.87点.「家出」

の“テレビなどの情報は本当か調べるようにし

ている"平均得点 4.35点，「将来」の・・将来

手鎚いで何かを作ってみたいと思う"平均得点

4.98点であった。

2 属性による差の検討

(1) 学年による足

「学校J r家路J r将米Jの何れも平均仰点

は6年生が高かったが.『学校J(t(212)=1.2:~， 

nふ「家庭 J(1(210)=0.31， nふ)， r将米」

(1(210)= 1.53， nふ).で有意では無かった。

(2)リj女差

「学校J (t( 196.41 )=3.00， p<.O 1). r家

庭J (t( 193.67)= 1.99. Pく.05). r将来」の

(1( 172.32}=4.20. p<.OO I)となり，すべての

項目で女子は男子より高い得点を示した。「家

庭J での実践の遣が一番小さし「将来」の

差が一番大きい IJ~は，女子は小学生としての

現住よりも将来の家庭における役割期待を大

きく感じているのであろうか。家庭よりも学

校での差の方が大きい理111については，今回

はI~J らかにはできなかった。家庭科を学び始

める If~点で男女泣が見られることはいくつか

の研究も指摘してきたが.それが将米にわ

たって続いている可能性があり，最初の一歩

を指導する立場としてはそのことを再認、織す

る必要があり.他教科lこ榊して児童の実態把

叫が必要となる。

(:~)父母の就労と家事参加

家事参加をしている父親は 220人中 138

人 (62.7%)と過半数を越えていた。母親

の就労も 220人中 163人 (74.1%)を占め

ていたc 父母の就労.家事参加の差と実

践度の閑辿を見ると.父親の家事参加の

みが，「学校 J(t( 1 0.62)=3.66. p<.OO 1). 

「家庭 J(1(14.48)=4.44. p<.OO 1)， r将来 J

(1(28.27)=3.72， p<.00 1 )で有意な差を示し

た。これまでの調査においても同様の結果が

111ており.父親の家事参加を促す引は児童の

実践度を上げることにもつながる可能性があ

る。

(4) 家庭科仰怠11[

家庭科に興味があるか，得意かどうか

(α=.78)を尋ねたところ平均得点は 4.55

点となった。平均値より商い児市 103人と

'11.均値より低い児童 111人に分け.実践度

を比較したところ.「学校J(t(42.50)=7.58， 

p<.OOI)， r家庭J(t(30.54)=8.50， p<.OO 1). r将

-*J (1(44.24)=7.16. ))<.001)で，興味があり，

得意と考えている方が実践度も高かった。

(5)自己肯定感

自己肯定感は「私には良いところが~)くつ

かあるJ r私は今の自分に満足しているJ r私

は頑張れば大体の事はできると思う J r私は

1'1分の意見を自信を持って言う事ができる」

の項目 (α=.78)で測定し.平均得点は 4.17

点であり，他の調査項目と比較すると高く

はなかった。平均価より高い児ti'(119人と

平均値より低~)児車 96人に分け.'M践度を
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浅井ほか:小学校「家路科」における児貨の:J!践実態と教師の手立て ー常1111紬(学校・家庭・地域)と時間軸(現(1:・米*)を視野に人れてー

比較したところ，「学校J(t(36.54)=4.94， 

p<.OOI)， r家庭J(t(l6.75)=5.55， p<.OOI)， 

「将米J (t(34.96)=3.82， p<.OOI)で， I~I 己肯

定感と家庭科の実践度には有意な関辿が見ら

れた。

(6)人とのつながり

人とのつながりは，「私は人の立場になっ

て考えるようにしている J r私は友述の関

係の中で，いろいろ成長したいJr自分と

は遭う家の引を聞くのは知識が得られるの

で，おもしろしり「私は人のために何かして

あげることが好きだ」の項目 (α=.75)で

測定した。平均得点は 4.75点であった。平

均値より商い児童 136人と平均値より低

い児童 77人に分け.実践度を比較したと

ころ，「学校J (t(24.96)=7.26， p<.OO 1)， 

『家庭J (t(9.06)=6.16， p<.OO 1)， r将米」

(t(30.95)=4.72， p<.OO 1)で，人とのつなが

り認識と家庭科の実践度には有意な閲辿が見

られた。

(7)大人モデルの存在

「私はこんな人になりたいと思う理想があ

るJr私はこんな大人になりたいと思う人

がまわりにいるJ r私は先生のようになりた

いと思う事がある」の項目 (α=.61)で測

定した。平均得点は 4.58点であった。平

均値より両~)児童 119人と平均値より低

い児童 94人に分け，実践度を比較したと

ころ，『学校J (t(33.00)=77.21， p<.OO 1)， 

r家庭J (t(15.82)=6.81， p<.OO 1)， r将来」

(1(37.12)=6.03， p<.OO 1)で，大人モデルの

存在と家庭科の実践度には有意な関連がみら

れた。

3 児買が感じた教師の手だてによる差の検討

一般的な教師の手立てと家!産科に多い授業の

手立てに分け，項目ごとの-0/-均得点、を表 2に示

す。ここでも天井効果を示す項目についても省

かずに示した。フロア効果(平均一 1SD < 1) 
を示す項目は無かった。平均点を分岐点として，

実践度との閲辿を見たところ.すべての項目で

有意な関連が見られた。これまで行われてきた

授業における教師の手立てはすべて，実践力を

尚める結果と|瑚辿しているmが確認できた。児

可置が認識している手立てのうち，他と比較して

低かったのが r(家庭科の)授業では自由に意

見が述べられるJ f(家庭科の)授業では自分の

家族や家庭のことを話す機会があるJr(家庇科

の)授業の実習や実験をして蹄いたことがある」

であった。

教師の手立て得点が高い児童ほど実践度も高

かった。同じ教員が指導しでも，その手立てに

おtづくかは児車個々の感性による部分もある。

やり方(方法)を知るだけではなし知り方を

知るメタ認知能力も家庭科の実践に繋がる学び

となる可能性が示唆された。

W まとめと今後の課題

R小学校における家庭科で学んだことを学校や

家庭で実践しているか，将来実践したいと思うか

を，父母の就労と家事参加，自己肯定感，人との

つながり認識，教師iの家庭科の授業での手立て等

との開辿についてアンケート調査を基にまとめ

た。

全体的な傾向として，平均得点が高く， R小学

校における家庭科の実践度や授業の手立ては，非

常に尚〈評価できた。しかし.より多くの児市が

高みをめざすのが教育である。そこで集団におけ

る比較のために高低の群分けをし，今後の授業作

りのための参考としていきたい。

l 実践度の平均得点は.将来>学校>家庭と

なった。小学生の段階では家庭での実践には制約

も多いが，条件が担えば将来は実践したいという

意欲の哀れだと思われる。ややもすると，習った

事を即実践に繋げることを要求されがちだが.長

い目で見た実践に繋げる学びや意欲を小学校でも

培っている事が百える。

2 ~践の実態として，高得点、だったのは学
校での「栄養バランスは大切だとわかった J

家庭での「お金は;1I'剛的に使うようにしているJ，

将来の「将来.お金は計画的に使っていきたいと
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表2児mによる教師の授業手立て認識と実践度の閃辿

¥ilia閣T-Etて¥ 

わかりやすく説明 向性1に意見 わかりやすく仮.If 実際にやって見せる 見回ってアドバイス

平均 (4.80) 平均 (4.30) 乎均 (5.01) 平均 (5.24) 平均 (5.33)

高低 .I"E 低 .1"6 I f1~ 高低 高低

N=1461 N=68 N=IIO I N=104 N=97 I N=I07 N=124 I N=90 N=1401 N=74 

学校予均 5.58 5.00 5.60 5.16 5.68 5.17 5.63 5.08 5.57 5.06 

so .48 .74 .41 .73 .38 .70 .46 .70 .50 .72 

t (1出 5.91 ..・ 5.68 ••• 6.76 ••• 6.50 ・・・ 5.46 ••• 

家出平均 4.56 4.76 4.78 4.71 5.20 4.69 

SO .70 .90 .70 .88 .6 .87 .75 .83 .77 .83 

I値 5.35 ..・ 4.60・・・ 4.92 ..・ 4.85 ..・ 4.40・・・
将来平均 5.14 5.37 5.27 5.24 5.27 

SD .48 .82 .47 .79 .44 .72 .51 .75 .62 .67 

t値 4.81 ..・ 2.81 .. 6.18 ••• 4.67 ..・ 3.77 ••• 

ノートにコメント 家紋や家庭を話す グループ活動 家でやるとほめられる 家の人とやる宿題

平均 (5.19) 平均 (4.43) 平均 (4.83) 平均 (4.72) 平均 (4.77)

高 低 ~-G 低 高 低 高 低 高 低

N=123 N=93 N=120 N=94 N=129 N=84 N=136 N=78 N=136 N=75 

学校平均 5.53 5.22 5.61 5.13 5.60 5.08 5.59 5.06 5.57 5.11 

so .53 .71 .46 .72 .49 .71 .46 .74 .48 .73 

1個 3.54 ••• 5.70・・・ 5.92.'・ 5.71 ..・ 4.83 ••• 

家庭 、ド均 4.68 4.66 4.61 4.74 

so .70 I .91 .72 .84 .71 .89 .7 .88 .75 .82 

t値 4.14 ••• 5.41柿* 5.00判. 5.61 ..・ 4.05 ... 

将米平均 5.37 5.30 5.23 5.21 5.28 

SD .54 .76 .52 .75 .45 .83 .50 .79 .5 .72 

1値 2.44・ 3.85 ..・ 4.30 ••• 4.45 ..・ 3.88・e・

実験実刊で驚く 'I:lfiの場で活かせる 実験実習が多い 生活を見直す 繰り返しやってみる

子均 (4.49) 五I~均 (5.33) 平均 (4.90) 平均 (5.17) 平均 (4.65)

高 低 ii6 低 高 低 五~E 低 尚 低

N=127 N=86 N=138 N=7G N=146 N=69 N=113 N=102 N=124 N=90 

学校平均 5.58 5.15 5.64 4.94 5.62 4.92 5.69 5.08 5.66 5.04 

so .52 .68 .38 .75 .44 .71 .40 .69 .41 .71 

t値 4.91 ..・ 7.50・・・ 7.54 ..・ 7.80・・・ 7.44 ..・
家j忠平均 4.67 4.51 4.43 4.67 4.55 

so .7 .80 .64 .90 .64 .89 .70 .83 .66 .81 

t値 5.68 ••• 6.57 ..・ 6.97 ..・ 6.10・・・ 7.70・・・
将米、I!均 5.31 5.15 5.09 5.26 5.71 5.20 

SO .5 .78 .44 .82 .43 .85 .41 .79 .41 .80 

t fl白 4.00・・e 5.27 ... 5.41 ..・ 5.04 ..・ 5.48 ••• 

• p< .05 .. p< .01 -・・p<.001 
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浅井ほか:小学校「家庭科」における児童の:J!蛾実態と教師の手立て -~慰問l紬(学校・家隆・地峻)と時間柚(現在・未来)を悦野に入れて・

思う」の羽目であった。これらは.児童の興味・

関心のある羽田としても読み替えることができ，

授業の噂入などで活用できる項目とも言えよう。

低かったのは，学校では「家庭科の学習で習っ

た事を学校生活でいかしているJ であった。家庭

科は家庭生活をフィールドとしているために家庭

での実践が注視されがちだが，多くの生活時間を

学校で過ごす児童にとって，学んだことを次の段

業や学校生活の中で実践に繋げることは重要な課

題であり，児童に対して教師が意識付けを行う事

が必要となろう。家庭で低かったのは「テレビな

どの情報は本当かどうか調べるようにしている」

であった。現代の児買の生活には情報があふれで

いる。その情報自体を「本当にそうだろうか」と

挺ってみるような場而や，情報は間違ってはいな

くても，生前の場で統合すると矛盾が生じる引も

多い。そのような経験を授業に取り入れることが

これまでにも増して必要であろう。将来で低かっ

たのは，「将来手鑓いで何かを作ってみたいと思

う」であった。手縫いは.将来にわたって必要と

される実践技能であると考える。家庭生活を盟か

にするだけでなく，手指の巧敏性を育む上でも重

要である。子指の巧轍1'J:が低〈なったと言われる

現代こそ，楽しく取り組め，また将来何か作って

みたいと思わせる教材の開発が，児童の発達の上

でも望まれる。

3 実践度を尚め，差が見られた倒人特性は，男

女差，父親の家事参加，自己肯定感，人とのつな

がり認識，大人モテツレの存在であった。

男女差については家臨科を学び始める 5年生の

時点、で差が見られる。家庭生活について，教科と

して鼠初の」歩を指導する立場としてはそのこと

を再認識する必要があり，他教科に噌して児1置の
1!態把握が必要となる。

父親の家事参加については，学級PT'Aやおた

よりなどの機会をとらえて.家庭へ伝えていく必

要がある。尚等学校の男女必修が始まった世代が

父親になってくるに従ってその参加数も増えてき

ているように感じている。父親の家事参加は現代

の大きな課題である少子化や，母親の育児不安の

解消にもつながるとの指摘もあり，更には子ども

の実践度にも繋がるのである。

これまでも R小学校が，課題としてきたように.

自己肯定感.人とのつながり認識は他の項目得点

と比較すると向くはない。生徒指導機能を生かす

授業や協同的学びによる授業を推進していく必要

がある。

大人モデルの存在については，大人モデルとし

ての教師の存在も合めて.これらを高めるような

授業の開発と.どのような授業内容や方法がそれ

らを高めるのか.内容と方法について考えていく

必要がある。

4 これまで行われてきた授業における教師の子

立てはすべて，実践力を向める結果と閲述してい

る 'J~が確認できた。児童が認識している手立ての

うち，他と比較して低かったのが q家庭科の)

授業では自由に意見が述べられるJ r(家庭科の)

授業では自分の家族や家庇のことを訴す機会があ

るJ r(家庭科の)授業の実情や実験をして驚いた

ことがある」であった。 前の 2項目については

学級経営に関わる部分もあり一概には解決できな

いが.家庭科にとっては非常に重要な手立てとも

考えている。また. r (家庭科の)授業の実習や実

験をして驚いたことがある」については.驚きと

不思議を通した人間と生活lせ界の発見を興味・関

心につながるものとして必要と考えている。知っ

ているつもりの生活を本質的には知らないと気づ

かせることも学びに繋がるm要なファクターだと

思うからである。より良い教材開発が線題となる。

また、教師の手立て得点が高い児市ほど実践度

も1J怠に高かった。同じ教Llが指導しても，その

手立てに気づくかどうかは児車個々に任される部

分がある。授業の内容だけではなく，方法を合め.

鮒l敵的に授業を意識させる拭みも必要であろう。

やり方(方法)を知るだけではなく.知り方を知

るメタ認知能力も家庭科の実践に繋がる学びとな

る可能性が示唆された。今後の実践において検証

して ~l く課題となる。

これまで，アンケートをもとに述べてきたが，

l校を対象とした事，対象とする学校の児童の授

業に対する意欲や指導する先生方の熱心さの表れ

だと考察するが.得点が非常に高かった事等があ

り，この結果がれ1I縄の小学校に一般化できるかど
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うかは，疑問が残った。今後複数の小学校を対象

として調査データを収集し，分析する事が課題で

ある。

また，アンケート作成の段階で.地域をあまり

前面に打ち出すような質問項目の作成はできな

かった。しかし，家出での生活はそれ自体が地域

生活ともいえるのではないか等の怠見もあり，生

活にI瑚辿する調資の場合の調査Jj'{11としての切り

取り方の雌しさを再認識した。!J!に.家庭科にお

いて泌liiJされがちな実JH性と実践力については.

再考の必盟があり，今後の課題としたい。

授業には統制できない要因も多し小学校の場

合他教科との関連もm要な要素となる。今後も了

解に児mの実態や学神経験やその効果を検証して

いく事で.限られた時間の中でのより良い効*的

な授業について検討していきたい。
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